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地名を訪ねて⑩| 新谷・久米 (写真は出石寺から眺めた新谷)

古代の大洲地方の歴史は、その文献や考古学的な出土品の少なさから、よく分からないことばかりです。

市誌によると、文献に当地方の地名が初めて登場するのは、西麿 866年に宇和郡から喜多郡が分立したこ
とにより、それに属する新屋(爾比也)、久米、矢野(也乃)の三郷だということです。新屋郷は、今の新

谷 (二イヤ)でほかに徳森・ 三善あたり、久米郷は今の久米(クメ)・平野・南久米・大畑111あたり 、矢野郷

は西宇和郡に及んでいました。新谷 ・久米両地区とも、古墳や遺跡が多数存在するところから、古代から

多くの人々が住んでいたあかしといえるでしょう。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民のうごき

09月定例市議会……・…・……"P.2-3 
平成8年9月30日現在

o正副議長就任のごあいさつ…………P.3 国民健康保険税 人口 39，224人 (+ 6) 

0新教育長に片山章史氏・.................P.4 男 18，728人 (+ 8) 

0新しい農業委員が決まりました・・…P.4 第4期 女 20，496人 (-2) 

0レッツエンジョイイングリッシュ"'P.5 世帯数 13，858世帯 (+22) 

0市職員の給与状況……ー…・….P.6-7  納期は12月2日です 面 積 240.99平方キロメートル



生活環境整備対策としτ建設事襲にS億5干万円

9月定例市議会|

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
一

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
五
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議

会
で
は
、
平
成
八
年
度
補
正
予
算
関

係
四
件
、
条
例
関
係
三
件
、
人
事
関

係
二
件
、
議
員
提
出
案
件
四
件
、
そ

の
他
六
件
の
計
十
九
件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
人
事
で
新
し
い
議
長

に
久
保
幸
信
氏
、
副
議
長
に
池
田
幸

徳
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

こ
の
夏
は
病
原
性
大
腸
菌
「
0
1

1
5
7
」
に
よ
る
感
染
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
り
、
政
府
は
日
常
の
食

生
活
や
手
洗
の
励
行
を
国
民
に
呼
び

か
け
感
染
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。
当
市
で
も
、
市
民
の
皆
様
の

感
染
防
止
を
図
り
、
快
適
な
日
常
生

活
を
営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
内

全
戸
に
消
毒
剤
を
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長

さ
ん
を
は
じ
め
配
布
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
景
気
の
回
復
は
力
強
さ
に

欠
け
、
ま
だ
ま
だ
順
調
な
回
復
に
は

ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
日
銀

よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央

政
界
で
は
、
一
部
に
再
編
の
動
き
も

あ
り
目
を
は
な
せ
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
に
明
る
い
材
料
の
少
な
い

状
況
で
す
が
、
当
補
正
予
算
案
は
、

国
・
県
の
財
源
の
見
通
し
の
つ
い
た

事
業
を
中
心
に
最
大
限
努
力
を
し
て

編
成
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
計
画
的
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
十
億
五
千
六
百
十
四
万

二
千
円

二
千
五
十
四
万
六
千
円

特
別
会
計

企
業
会
計

二
千
四
百
四
十
二
万
円

合

計

十

一

億

百

十

万

八

千

円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
七
十
七
億
五
千
二
百
二
十
二
万

六
千
円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

0
・
八
%
増
加
し
ま
し
た
。

自室

ム一
A

計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
五
十
七
億
五
千
六
百
三

万
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
二
億
七
千
三
百
二
十
三
万
千

円
(
一
・
八
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

一
総
務
費
】

V
旧
保
健
所
解
体
造
成

工
事
に
三
百
五
十
万
二
千
円

【
民
生
費
】
マ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
費
補
助
金
追
加
と
し

て
百
八
十
三
万
千
円
V
身
体
障
害
者

短
期
保
護
事
業
委
託
料
追
加
と
し
て

百
七
十

一
万
円
V
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
追
加
と
し
て
百
六
十

二
万
五
千
円
V

八
多
喜
児
童
遊
園

整
備
費
に
百
六
十
三
万
八
千
円
V
清

和
国
備
品
購
入
費
に
百
万
円
V
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
費
に
四
十

八
万
三
千
円

{
衛
生
費
}

V
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
補
助
金
追
加
と
し
て
二
百
七

十
万
円
V
健
康
診
査
委
託
料
追
加
と

し
て
百
五
十

一
万
二
千
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V

国
営
大
洲
喜

多
土
地
改
良
事
業
負
担
金
繰
上
償
還

に
伴
う
基
金
積
立
金
追
加
と
し
て
二

百

一
万
九
千
円
V
農
業
生
産
体
制
強

化
総
合
推
進
対
策
事
業
費
補
助
金
と

し
て
千
六
百
九
十
六
万
八
千
円
V
地

2 

域
米
消
費
拡
大
対
策
事
業
補
助
金
と

し
て
百
万
円
V
古
町
地
区
排
水
路
整

備
事
業
に
千
万
円
V
市
単
独
土
地
改

良
事
業
補
助
金
追
加
と
し
て
二
十
万

円
V
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業
費
補

助
金
と
し
て
五
百
二
十
二
万
九
千
円

V
し
い
た
け
産
業
振
興
事
業
費
補
助

金
と
し
て
二
百
二
万
四
千
円
V
林
業

構
造
改
善
事
業
費
補
助
金
追
加
と
し

て
百
六
十
四
万
八
千
円
V
室
戸
地
区

(
新
谷
)
排
水
路
整
備
事
業
に
二
百

九
十
万
円

{
商
工
費
}

V
宿
泊
施
設
建
設
基
本

構
想
策
定
補
助
金
と
し
て
七
百
二
十

万
円{土
木
費
}

V
道
路
台
帳
整
備
業
務

委
託
料
と
し
て
五
百
六
十
八
万
七
千

円
V
道
路
維
持
工
事
費
に
二
千
三
百

五
十
万
円
マ
高
速
自
動
車
道
周
辺
整

備
対
策
事
業
に
二
億
二
千
百
八
十
八

万
円
V
辺
地
対
策
事
業
に
五
千
万
円

V
市
単
独
道
路
改
良
工
事
費
ほ
か
に

九
千
四
百
七
十
八
万
千
円
V
が
け
く

ず
れ
危
険
箇
所
調
査
委
託
料
と
し
て

六
百
万
円
V
肱
川
地
区
雨
水
排
水
施

設
整
備
事
業
に
八
千
八
百
八
万
四
千

円
V
地
方
道
路
整
備
事
業

(
若
宮
天

満
線
)
に
九
千
九
百
九
十
二
万
四
千

円
V
桜
づ
っ

み
整
備
事
業
に
三
千
万

円
{
教
育
費
}

V

い
じ
め
・
登
校
拒
否

問
題
等
対
策
協
議
会
関
係
経
費
に
二

十
五
万
円
V
M
m
お
お
ず
音
楽
祭
負
担

金
と
し
て
百
万
円
V
図
書
館
耐
力
度

調
査
業
務
委
託
料
と
し
て
三
百
万
円



信

大洲市議会議長

幸

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
格
別
の
お
力

添
え
を
賜
り
議
会
活
動
に
専
念
で
き

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
九
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、

議
長
の
ご
推
挙
を
頂
き
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、

経
験
浅
く
未
知
の
世
界
が
多
い
私
に

と
り
ま
し
て
、
い
ち
ま
つ
の
不
安
は

拭
い
き
れ
ま
せ
ん。

急
事
業
等
々
、
重
要
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

こ
の
上
は
、
議
員
各
位
の
協
力
は

申
す
ま
で
も
な
く
、
理
事
者
を
は
じ

め
、
日
夜
を
分
た
ず
頑
張
っ
て
頂
い

て
い
る
市
職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

市
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
次

の
世
代
に
悔
い
な
い
郷
土
を
贈
る
た

め
、
正
副
議
長
二
人
三
脚
で
足
り
な

い
点
を
補
完
し
つ
つ

一
意
専
心
頑
張

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
な
に
と

ぞ
市
民
各
位
の
限
り
な
い
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

保

聞
か
れ
た
議
会
活
動

二
人
三
脚
で
臨
み
た
い

さつ

久

、.'u 
h

市
民
の
皆
様
・
に
お
か
れ
ま
し
て
は

晶

g-
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

一
プ
}
私
こ
と
、
先
の
九
月
定
例
会
の
ご
推

h
v
挙
を
受
け
、
副
議
長
の
重
責
を
負

司
J
d
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り、

:
‘
浅
学
非
才
そ
の
上
経
験
が
な
く
ご
期

h
H
U
待
に
そ
え
る
よ
う
な
働
き
は
で

E
'
A
'
き
な
い
と
責
任
の
大
き
さ
を

A

筋
痛
感
し
つ
つ
、
あ
つ
か
ま
し
く

も
そ
の
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
政

治
信
条
と
し
て
、
「
会
社
や
官
庁
に

定
年
は
あ
っ
て
も
、
人
生
に
定
年
は

な
い
。
自
分
の
内
に
潜
ん
で
い
る
甘

え
や
気
ま
ま
、
そ
し
て
怠
け
と
た
た

か
い
な
が
ら
大
き
な
お
役
に
は
な
れ

な
い
ま
で
も
、
小
さ
な
親
切
な
ら
今

日
か
ら
で
も
で
き
る
L

を
モ

ッ
ト
ー

に
、
対
話
す
る
、
決
断
す
る
、

実
行

当
市
に
と
り
ま
し
て
は
四
国
縦
貫

自
動
車
道
、
加
え
て
横
断
自
動
車
道

な
ど
の
建
設
や
地
方
拠
点
都
市
の
整

備
、
さ
ら
に
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

す
る
旨
を
お
約
束
申
し
上
げ
ま
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
大
洲
市
に
お
け
る
重
要
課

な
政
治
課
題
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
、
市
民
各
位
の

一
層
の
ご
助
言

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

小

さ

な

親

切

今
日
か
ら
で
も
で
き
る

題
は
久
保
議
長
の
ご
あ
い
さ
つ
の
中

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
れ
こ
そ

挙
げ
れ
ば
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
課
題
の
ほ
か
に
戦
後
の
地
方
自

治
が
住
民
の
中
に
定
着
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
な
い
中
央
依
存
の
住
環
境
、
加
え

て
少
子
化
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
は
、

当
市
に
限
ら
ず
わ
が
国
共
通
の
大
き

大洲市議会副議長

池田幸徳

条

係

例

関

V
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲

市
集
会
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
大
洲
市
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

人

件

事

案

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

十
月
二
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
稲
積
拘
裏
委
員
及
び
楠
崎
正
男

委
員
の
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
き
議

会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。
新

委
員
一

片
山
章
史

(大
洲
市
東
大
洲

二
二

番
地
三

/
昭
和
十
年
十
月
十

六
日
生
)
河
野
瑞
雄
(
大
洲
市
春
賀

甲

一
七
八
八
番
地
/
昭
和
七
年
十
月

十
七
日
生
)

V
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

吉
岡
昇
平
委
員
の
退
職
に
伴
い
後

任
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
委
員

一
久

保
幸
一
(
大
洲
市
八
多
喜
町
甲

一
四

O
二
番
地
/
昭
和
七
年
十
二
月
二
十

六
日
生
)
議

員

提

出

案

件

V
病
原
性
大
腸
菌
「
O
B
1
5
7
L

に
よ
る
食
中
毒
対
策
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
病
原
性
大
腸

菌

「
0
2
1
5
7
」
に
対
す
る
食
中

毒
対
策
に
つ
い
て
各
種
措
置
を
講
じ

る
よ
う
政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
で
す
。

V
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際
条

約
締
結
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

核
兵
器
の
拡
散
も

保
有
も
禁
止
す
る
「
核
兵
器
全
面
禁

止
・
廃
絶
国
際
条
約
」
の
締
結
の
実

現
の
た
め
、
政
府
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

V
次
期
森
林
整
備
事
業
計
画
に
お
け

る
投
資
規
模
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

平
成
九
年
度

を
初
年
度
と
す
る
当
事
業
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
積
極
的
な
投
資

と
強
力
な
推
進
を
要
望
す
る
た
め
、

政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

V
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び
道
路

特
定
財
源
堅
持
等
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

道
路
整
備
予
算

の
大
幅
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
特
定
財
源
諸
税
の
現
行
税
率
を

堅
持
す
る
よ
う
政
府
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市

道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
V
字
の
廃

止
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

V
平
成
七
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
V
平
成
七
年
度

大
洲
市
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
V
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い

て

3 



新
教
育
長
に

片2

前
教
育
長
の
稲
積
絢
裏
氏
が
任
期

満
了
に
よ
り
、
十
月
二
日
を
も
っ
て

退
任
し
た
の
に
と
も
な
い
、
市
議
会

の
同
意
を
得
て
後
任
の
教
育
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

(
3
ペ
ー
ジ
に

記
述
)
市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時

委
員
会
を
聞
き
、
後
任
の
教
育
長
の

互
選
を
行
っ
た
結
果
、
全
員
一
致
で

教
育
長
に
片
山
章
史
氏
を
選
出
。
県

教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
就
任
し

ま
し
た
。

{
片
山
章
史
氏
の
略
歴
}

住
所
大
洲
市
東
大
洲

二

二

番
地

一一一

生
年
月
日

最
終
学
歴

昭
和
お
年

昭
和
十
年
十
月
十
六
日

同
志
社
大
学
文
学
部
卒

愛
媛
県
立
大
島
高
等
学

山;
二o_二の

与し

史土

氏

刀

口

円

μ
ワ
中
広
』
E

町町
矛
，n
h
U

迫
l

校
教
諭

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学

校
肱
川
分
校
教
頭

愛
媛
県
立
伯
方
高
等
学

校
校
長

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学

校
校
長

退
職

平
成

2
年

平
成

6
年

平
成

8
年

二
博

山
下
勝
利

保
幸
一

厚
生
文
教
委
員
会

O
木
村
誠

O

大
谷
奪
昭
山
首
正
男
宮
本
喜
一

部

中

野

忠

重

久

保

幸

信

大

森

隆
雄
木
元
秋
輝

{
議
会
運
営
委
員
会

}

O
大
森
隆

雄

O
大
野
新
策
清
水
久
二
博

田
淵
保
男
木
元
秋
輝
小
泉
紘
文

{
特
別
委
員
会
}

肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

。
田
淵
保
男

O
清

水

久

二

博

窪

田

亀

一

吉

岡

猛

大

森

隆

雄

大

土
口
岡
昇
平

( 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

大
洲
市
教
育
長
片
山

章
史

こ
の
度
、
稲
積
教
育
長
の
後
任
と

し
て
、
不
肖
私
が
、
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
郷
土
を
愛
し
、
発
展
を
願
う

者
の
一
人
と
し
て
、
大
洲
市
の
目
指

し
て
お
り
ま
す
「
き
ら
め
き
大
洲
幻

1

肱
川
に
映
え
る
地
域
中
核
都
市
を

め
ざ
し
て
|
」
に
向
か
っ
て
、
教
育

活
動
の
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
り
、

誠
心
誠
意
、
市
民
の
皆
様
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
諸
施
策
を

推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
洲
市
に
縁
の
深
い
、
江
戸
時
代

の
硯
学

・
中
江
藤
樹
先
生
が
「
心
を

お
さ
む
る
学
問
の
み
正
真
の
学
問
な

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
よ
う

り

久

野
新
策
小
泉
紘
文

同
和
対
策
特
別
委
員
会

O
福
住
幸

男

O
黒

田

一

郎

大

谷

書

昭

木

村
誠
池
田
幸
徳
久
保
幸
一

地
方
拠
点
都
市
対
策
特
別
委
員
会

。
小
泉
紘
文

O
木

元

秋

輝

清

水

久
二
博

池

田

幸

徳

山

下

勝

利

土口
岡
昇
平
大
野
新
策

決
算
特
別
委
員
会

O
大
森
隆
雄

O
山

下

勝

利

山

首

正

男

宮

本

喜

一
郎

大

谷

書

昭

清

水

久

二
博

に
、
教
育
と
は
心
を
育
て
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

時
あ
た
か
も
、
今
世
紀
最
後
の
教

育
改
革
は
、
激
動
す
る
現
代
の
社
会

の
中
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
た
く
ま
し
い
体
と
豊
か
な
心
を
育

て
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
、
着
実

に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

4 

「心
の
教
育
」
を
基
本
理
念
と
し

て
し
っ
か
り
と
視
座
に
据
え
て
、
先

哲
先
人
の
教
え
に
学
び
、
各
方
面
の

関
係
者
の
方
々
の
ご
指
導

・
ご
鞭
撞

の
も
と
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

九
月
二
十
二
日
、

二
十
五
日
に
、

選
挙
で
十
九
人
、
選
任
に
よ
り
三
人

の
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
は
三
年
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
地
域
で
農
業
経
営
を
確
立
す

名簿貝業委
邑担

居言E大洲市

る
運
動
に
努
め
、
農
地
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
今
回
の
改
選
に
伴

う
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
会

長

森

居

重

幸

V
職

務

代

理

者

柿

原

園

臣

氏 名 イ主 月行 電百舌番号

第 白 石 ネIII 吉 高山甲596-1 24-3573 
大 野 義 久 若宮416 24-2824 

選 ;頼 田 五郎甲2511 24-2886 
挙 谷 山 光 男 田口甲2158-1 24-5280 
区 方フO+てK 居 重 幸 徳森1542 25-5683 
第選 月日 )11 贋 隆 平野町野田1453-2 23-2456 
挙 福 山 ミノ三同主 光 平野町平地4475 23-4033 
二区 井 入上 j青 主雀 稲積817-1 24-7202 

第選
ヰ市 原 園 臣 菅田町菅田甲2645 25-5879 
首長 野 昭 孝 菅田町宇津甲265 25-0480 

挙
瀧野 正 敏 成能甲1096 27-0027 =区
大 下 孝 151. 蔵川|甲4086 27-0613 

第選
穂 手責 幸 雄 藤縄甲1011 25-5294 
亀本 華井 田処甲1137 25-4404 

挙
四区 古 3司 賢 喜多山丙36-2 25-2871 
久 イ呆 勝 利 恋木甲383 25-3598 

第選 西 岡 出 留 東宇山甲509一乙 26-1772 
挙 者B 築 賢 米津甲409 26-0689 
五区 ヰオ 越 定、 雄 上須戒乙512 26-1181 
選委 成 岡 安 善 常磐町108 23-4504 
佐々木 金 * 春賀甲1447 26-1533 

任員 中 野 宏、 重 平野町平地4993 23-3928 



インヴリ1γうユ

大
洲
市
初
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て
着
任

し
た
米
国
人
シ
ャ
口
1

・
ハ
ワ
ー
ド
さ
ん
は
、

九
月
か
ら
市
内
の
中
学
校
で
英
語
教
師
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
ま
す
。
彼
女
は
、

ア
ラ
ス
カ
州
コ
デ
ィ
ア
ク
市
育
ち
。
ハ
ワ
イ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
で
日
本
語
を
学
び
、
平

成
六
年
九
月
か
ら
一
年
間
、
函
館
大
学
に
留

学
し
て
い
ま
し
た
。
九
月
二
十
日
、
大
洲
南

中
学
校
一
年
一
組
で
の
彼
女
の
授
業
を
レ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

エン三;'ヨイレ'';'';

今
日
の
授
業
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゲ
l
ム
。
ま
ず
英
語
の
玉
田
浩
幸
先

生
が
商
品
を
取
り
出
し
、
特
徴
を
英

語
で
説
明
し
値
段
を
言
う
。
で
も
、

だ
れ
も
買
う
人
が
い
な
い
。
し
だ
い

に
値
が
下
が
り
、
購
入
希
望
者
の
手

が
上
が
る
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
を
し

て
い
た
手
づ
く
り
の
コ
イ
ン
を
手
わ
た

し
、
お
買
い
物
は
終
了
と
い
う
も
の
。

無
論
会
話
は
英
語
に
限
ら
れ
て
い
る
。

次
に
ハ
ワ
l
ド
先
生
が
売
り
手
に

な
る
。
彼
女
は
一
枚
の
写
真
を
取
り

出
し
、
千
円
だ
と
一
言
う
。
値
引
き
を

す
る
が
彼
女
は
そ
れ
を
拒
否
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
彼
女
自
身
の
き
も
の

姿
の
写
真
。
本
人
の
言
い
値
を
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も

失
礼
。
結
局
千
円
で
商
談
成
立。

いつもだれかが商談をしている企

い
よ
い
よ
生
徒
た
ち
が
売
り
手
と

買
い
手
に
分
か
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゲ
1
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

「
ハ
ウ
マ

ッ
チ
?
」
「
O
O
エ
ン
」
「
デ
ィ
ヌ
カ
ウ

ン
ト
プ
リ
l
ズ
」
と
い
う
英
語
は
よ

く
聞
こ
え
て
く
る
が
、
や
が
て
「
こ

れ
何
?
」
「
O
O
よ
」
「
こ
れ
ほ
し
か
っ

た
ん
よ
」
な
ど
と
い
う
一
言
葉
も
耳
に

入
る
よ
う
に
な
り
、
教
室
は
日
本
語

が
少
し
だ
け
通
じ
る
海
外
の
土
産
品

売
場
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
玉

田
先
生
と
ハ
ワ

l
ド
先
生
に
だ
け
は

日
本
語
が
通
じ
な
い
ら
し
い
。
そ
れ

で
も
生
徒
た
ち
は
、
果
敢
に
英
語
で

商
談
を
し
て
い
る
。
あ
ら
し
の
よ
う

な
買
い
物
が
終
っ
て
み
る
と
、
千
八

百
円
あ

っ
た
お
金
を
全
部
使
い
果
し

た
人
、
四
千
円
近
く
に
増
や
し
た
人

と
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
。

今
日
の
よ
う
な
買
い
物
ゲ
l
ム
は

英
語
の
上
達
に
と
て
も
有
効
と
の
こ

と
。
生
徒
た
ち
は
知
っ
て
い
る
英
語

の
単
語
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
懸
命
に

英
会
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た。こ
ん
巴
ち
怯

う
や
口
|
・
ハ
ワ
ー
ド
で
す

....ハワ ド先生には英語しか使えないが

大
洲
を
訪
れ
た
七
月
下
旬
、
と
て

も
暑
い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
は

と
て
も
過
し
や
す
い
で
す
ね
。
し
だ

い
に
大
洲
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き

企「ハワード先生はとても話しやすい先生です。世界のいろんな所の話を
聞かせてほししりと生徒たちは話していました。

ま
し
た
。
学
校
が
終
っ
て
買
い
物
に

行
く
と
、
中
学
生
た
ち
が
声
を
か
け

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初

め
は
炊
飯
器
で
ご
は
ん
を
炊
い
て
、

レ
ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
ば
か
り
を
食
べ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
エ
ピ
入
り

の
カ
レ
ー
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
仕
事
関
係
の
こ
と
で
毎
日
が
精
い

っ
ぱ
い
で
す
が
、
日
本
語
の
手
話
を

習
い
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た

地
球
規
模
の
環
境
に
つ
い
て
も
興
味

を
持
っ
て
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

正
確
な
英
語
で
な
く
て
も
恥
ず
か
し

が
ら
な
い
で
私
と
会
話
を
し
ま
し
ょ

う
。
(
モ
ッ
ト
ー
一
今
日
悪
く
て
も

き
っ
と
明
日
は
い
い
日
に
な
る
)

5 



(6) 一般行政職の級別職員数の状況は年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 補 主事 主事 貝 補佐

職員数 24 70 λ 41 90 33 34 27 7メ 334人

% ヲ6 事6 % % % % % % % 

構成比 7.2 20.9 2.4 12.3 26.9 9.9 10.2 8.1 2.1 100 

1年前の % % 9品 % % % % % % 9品

失言シ
構成比 8.5 18.7 4.8 13.6 お.510.3 10.0 8.5 2.1 100 

5年前の % % % % % % % % % % 
考
構成比 7.6 12.9 9.1 23.7 18.9 7.6 9.5 8.8 1.9 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職
務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

内

区 分 合計
一 級 技能

行政職 労務職

職 貝 数 A 578人 332人 68人

6年度
普通昇給期間(12~24月 ) を

158人 117人 17人
短縮して昇給した職員数 巳

比 率 B/A 27.3% 35.2% 25.0% 

職 員 数 A 592人 331人 69人

7年度 普通昇給期間(22~24月 ) を
0人 0人 0人

短縮して昇給した職員数 B 

上ヒ 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

(8) 特別職の報酬等の状況は年4月1日)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市 長 950，000円
( 7年度支給割合)

助 役 736，000円
6月 1.6月分

収入役 643，000円
12月 1.9月分

5義 長 475，000円
3月 0.5月分

副議長 385，000円
言十 4.0月分

5義 員 352，000円

(1) 人件費の状況(普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数
給 与 費

区分 1人当たり
A 
給 料 職員手当

期 末
言十 B 
給与費

勤勉手当 (B/A) 

7年度 416人 14億2.316万円 1億9，817万円 6億6，842万円 22億8，975万円 550万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況は年4月1日現在)

般 イ丁 政 職 技 自E 労 務 職

区分
平均 平均

平均年齢
平均 平均

平均年齢
給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 295，622円 313，155円 38.7歳 243，840円 255，023円 40.9歳

国 302，949円 38.8歳 276，774円 47.8歳

(4) 職員の初任給の状況は年4月1日現在)

大 洲 市 国

区 分

初任給
採用 2年

初任給
採用 2年

経過日給料額 経過日給料額

一 般
大学卒 169，000円 182，500円 169，000円 182，500円

行政職
高校卒 137，900円 147，400円 137，900円 147，400円

， 

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5) 職員の経験年数別 ・学歴別平均給料月額の状況
( 8年 4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数23年 経験年数27年

大学卒 252，260円 394，960円 427，133円
一般行政職

高校卒 198，200円 330，400円 378，616円

高校卒

技能労務職

中学卒 155，133円 263，300円 293，300円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

は、採用後の年数です。

6 
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(9)職員手当の状況

区 分 大 洲 市 国

7年度支給割合 7年度支給割合

期末手当 勤勉手当

大洲市6月期 1.6月分 0.6月分
期末手当 12月期 1.9月分 0.6月分

勤勉手当 3月期 0.5月分 国
と

計 4.0月分 1.2月分 同
じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置
) 

(支給率) 自己都合 勧奨 ・定年

勤続20年 21.0月分 28.875月分
市大洲

勤続25年 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.5月分 62.7月分 固と
退職手当 最高限度額 60.0月分 62.7月分 同

( 8年 3月
じ

その他の加算措置定年前早期退職特別措置
31日現在) (2 %~20%加算)

退 職 時 勧奨退職

特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧 奨

平均支給額 74万円 1，762万円

(注)職務手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に
係る職員に支給された平均額です。

区 分 内

時間外勤務手当

年度 支給総額 職員1人当たり支給年額

6年度 7，397万円 128千円

7年度 8，610万円 145千円

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当
48.3% 

支給職員の割合

支給対象職員1人当た
31，163円

り平均支給額
特殊勤務

手 当
手当の種類(手当数) 26 

( 7年度) 支給額の多
研究手当(医療)、知的障害者(児)施

代表的 い手当
設勤務手当、老人ホーム勤務手当、

税務職手当
な手当

の名称
多くの職員 出納員手当、現場監督手当、税務職

に支給され 手当、知的障害者(児)施設勤務手当、

ている手当 老人ホ ム勤務手当

円~ヨ~ 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人固まで5，500円、その他2，000円、配偶者のない職員の

同
扶養親族1人自11，000円。一定の年齢の扶養親族1人につき2，500円を加算。

借家居住者一家賃と12，000円の差額が11，000円に達するまでその差額を支結(支給限
住居手当

度額27，000円) 持家居住者 3，500円
異

通勤手当
通勤距離片道2km以上父通機関利用ー運賃相当額

異
交通用具利用 0・ー運賃相当額の約65%

(10) 定員の状況

ア 部門別職員数の状況(各年4月 1日現在) イ 平成8年の職員数の増滅状況

区 分 職 員 数 対則年士曽減数

部 門 平成6年 平成7年 平成8年 平成6年 平成7年 平成B年

E義 バ2企5齢C、 5 5 5 
総 務 56 54 56 2 ム 2 2 

般 税 務 20 20 20 

行
農林水産 32 33 30 ム 3
商 工 7 7 7 

政
土 木 34 37 39 3 2 

部 民 生 155 155 153 4 ム 2
門 衛 生 16 17 17 

計 325 328 327 7 3 ム 1

特別f政丁部門
教 育 88 90 89 2 2 ム 1

言十 88 90 89 2 2 ム 1
普通会計計 413 418 416 9 5 ム 2

病 院 137 146 147 11 9 
'Lて:}~玉 水 道 11 11 11 
塁言十 下水道 8 8 10 2 
業部
その他 10 10 10 等門

言十 166 175 178 11 9 3 
iロ" 言十 579 593 594 20 14 

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す

る休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

部 r~ 増員数 減員数 差引

市S 務 2 2 

般
農林水産

行
3 ム 3

政
土 木 2 2 

昔日

F可 民 生 2 ム2

特別iT 
教 育 ム 1

政部門

公
作i己A Aι 4 病 院

業等dコEL 

計部門 下水道 2 2 

持家居住者について、国が 1.∞0円
(取得後5年以内は2.5∞円)に対し
年数にかかわらず3.日目円を支給

交通用異利用者については、国の

定額方式に対し定率方式を採用

主な増減理由

業務増

事務の統廃合縮少

業務増

欠員不補充

欠員不補充

業務増

施設の新増設



大
洲
人
物
列
伝
附

明
治
維
新
の
勤
王
家

香
渡
晋
は

一
八
三
O
年
(
天
保
元
)

一一
月
二
目
、
新
谷
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
学
問
が
優
秀
で
あ
っ

た
晋
は
神
童
と
呼
ば
れ
、
十
五
歳
で

新
谷
藩
郡
奉
行
付
属
書
記
を
任
さ
れ

ま
し
た
。

一
八
四
六
年
(
弘
化
三
)
十
七
歳

の
と
き
小
松
藩
の
勤
王
家
近
藤
南
海

に
学
び
ま
す
。
天
皇
中
心
の
政
治
を

目
指
し
た
南
海
の
教
え
の
も
と
、
晋

を
は
じ
め
多
く
の
門
弟
が
勤
王
の
志

士
と
な
り
ま
し
た
。
晋
は
、
こ
こ
で

三
一
年
間
学
び
、

一
八
五
八
年
(
安
政

五
)
江
戸
に
出
て
儒
学
者
藤
森
弘
庵
、

大
橋
前
庵
、
佐
藤
一
斎
ら
の
門
で
さ

ら
な
る
勉
学
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、

勤
王
の
志
を
強
め
ま
し
た
。

一
八
六
二
年
(
文
久
二
)
三
十
三

歳
の
と
き
京
都
に
上
り
、
討
幕
を
目

指
す
長
州
藩
の
桂
小
五
郎
を
は
じ
め

二
百
余
名
の
志
士
と
国
の
あ
り
方
を

議
論
し
ま
し
た
。
こ
の
間
お
よ
そ
七

年
に
渡
り
、
京
都
に
滞
在
し
て
藩
主

加
藤
泰
令
に
国
の
情
勢
を
報
告
し
て

い
ま
す
。

一
八
六
三
年
(
文
久
三
)
朝
廷
は

大
洲
藩
に
対
し
て
「
時
局
に
鑑
み
勤

王
に
誠
を
致
す
べ
し
L

と
い
う
内
勅

〈
大
洲
市
立
博
物
館
〉

香i

渡と

ヨ1Z!
田 L

(
天
皇
の
命
令
)
を
下
し
ま
し
た
。

勤
王
の
証
と
し
て
内
勅
を
受
け
る
こ

と
は
、
今
後
の
藩
の
あ
り
方
を
左
右

す
る
重
大
な
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
晋
の
出
願
に
よ
り
、
同
年
八

月
、
新
谷
藩
へ
も
内
勅
が
下
り
藩
主

泰
令
は
天
皇
に
謁
見
し
て
天
盃
を
賜

り
、
そ
の
忠
誠
を
誓
い
ま
し
た
。

一
八
六
五
年
(
慶
応
元
)
大
洲
藩

と
新
谷
藩
は
、
討
幕
を
目
指
す
土
佐

藩
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
翌
年
に
は
薩
摩
藩
と
連
合
を
結

び
討
幕
を
は
か
る
長
州
藩
と
も
同
じ

く
盟
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、

天
下
の
志
士
と
交
わ
り
、
時

局
を
察
し
た
晋
の
意
見
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一

八

六
七
年
(
慶
応
三
)
十
月
十
四
日
徳

川
幕
府
は
、
討
幕
派
に
屈
し
、
つ
い

に
滅
亡
し
ま
し
た
。

一
八
六
九
年
(
明
治
二
)
晋
は
、

朝
廷
か
ら
新
政
府
へ
招
か
れ
ま
す
が
、

新
谷
藩
も
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
た

た
め
こ
れ
を
一
端
は
辞
退
し
、
藩
が
落

ち
着
き
を
取
り
も
ど
し
た
明
治
七
年
、

右
大
臣
岩
倉
具
視
の
顧
問
と
な
り
ま

し
た
。
以
降
十
二
年
間
に
わ
た

っ
て

国
政
に
携
わ
り
ま
す
。
晋
は
具
視
の

懐
万
と
称
さ
れ
活
躍
し
ま
し
た
が
、

中
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
明
治

憲
法
の
成
立
に
力
を
尽
く
し
た
こ
と

で
す
。
我
が
固
で
は
、
明
治
五
年
こ
ろ
か

ら
国
憲
制
定
・
の
議
論
が
盛
ん
と
な
り

博
物
館
で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
る
人
た
ち
に
関
す
る
情
報
を
集
め

て
い
ま
す
。
遺
品
・
古
文
書
・
写
真
等
何

で
も
結
構
で
す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
人
怯

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

含
⑫
4
1
0
7

ま
し
た
。
政
府
内
で
は
、
岩
倉
具
視

ら
が
天
皇
を
絶
対
的
な
権
力
者
と
位

置
づ
け
た
憲
法
を
目
指
す

一
方
で
、

大
隅
重
信
の
率
い
る

一
派
は
天
皇
の

権
力
を
議
会
で
制
限
す
る
憲
法
案
を

提
唱
し
、
こ
の
両
論
は
平
行
線
を
た

ど
り
、
容
易
に
結
論
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
晋
は
、
我
が

国
の
憲
法
は
天
皇
の
単
独
の
意
志
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
憲
法
(
欽
定
憲
法
)

で
あ
る
べ
き
と
し
て
、
そ
の
理
由
を

書
状
に
し
て
具
視
に
送
り
ま
し
た
。

具
視
は
晋
の
上
申
を
取
り
上
げ
て
返

書
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

れ
ば
晋
の
意
見
は
、
相
対
す
る
大
隅

重
信
ら
を
も
納
得
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
や
が
て
岩
倉
具
視

は
、
明
治
憲
法
制
定
の
基
本
方
針
を

定
め
る
に
至
り
ま
す
が
、
そ
の
か
げ

に
隠
れ
た
功
労
者
が
晋
で
あ

っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
十
年
宮
内
省
御
用
掛
と
な

っ

た
晋
は
、

同
十
二

-R卵
一
円
(
大
正
天

皇
)
の
養
育
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
年
間

そ
の
大
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
第
十
五
国
立
銀
行
、
日
本
鉄
道

会
社
(
東
京
j
青
森
)
の
創
立
に
も

尽
力
し
、
明
治
十
八
年
に
新
谷
へ
帰

郷
し
て
か
ら
も
、
晩
年
ま
で
後
進
の

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
四
月
三
十
日
没
。

七
十
三
歳
。
そ
の
墓
碑
は
新
谷
の
法

眼
寺
に
あ
り
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

人
権
の
世
紀
を
め
ざ
し
て

(3
)

市
民
の
願
い

必

つ

ひ

る

ひ

じ

かわ

夏
も
お
わ
り
の
昼
さ
が
り
、
肱
川

ば
し
う
え

わか

ふ牛

た

り

み

ち

橋
の
上
で
、
若
い

二
人
づ
肌
砂
ら
道

を
仇
汗
湘
ら
れ
ま
し
た
。
県
川
明
快
げ
の

の
旅
行
者
の
よ
う
で
し
た
。
臥
竜
山

そ

う

お

し

佐
へ
の
道
を
撒
え
ま
す
と
、

「h
山
町
山

川
は
?
」
と
指
さ
し
ま
す
。

「肱
川

とみ
すやま

で
す
」
そ
礼
ぺ
い
晴
れ
が
富
士
山
、

こ
ち
ら
が
大
洲
城
祉
で
す
」
と
、
た

ず
ね
ら
れ
も
し
な
い
の
に
、
観
光
ガ

はや

が

じぷん

イ
ド
に
早
変
わ
り
し
た
自
分
が
お
か

し
く
思
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
H

ふ
る
さ
と
大
洲
H

あい

今つ〈

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
ま
す
。
美
し

ぜ
ん
め
〈
に
ん
じ
よ
う
ゆ
た

い
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
情
豊
か
な
こ

宇
-
eラ
同

地

一

日

目

νル』

の
町
を
、
誇
り
に
思

っ
て
い
る
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ず

は

こ
の
素
晴
ら
し
い
大
洲
市
が
、
こ

は
勺

て
ん

れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
た

し
み
ん
み
れ伍

め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と

じん
げん

り
の
H

人
権
H

が
た
い
せ
つ
に
さ
れ
、

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か

っ
た
」
と
思

めか

す

え
る
よ
う
な
、
明
る
く
住
み
よ
い
大

洲
の
町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

大
洲
市
で
は
、
「
人
権
は
、
人
が

幸
福
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
最
対

た
い
せ
つ
な
権
利
で
あ
る
」
と
の
考

へいぜい

ねん

え
か
ら
、

一
九
九
二

(
平
成
田
)
年

が
っ
し
ぎ
か
い
そ
ん
ち
ょ
ろ
と

寸
二
月
初
市
議
会
で

『人
権
尊
重
都

市
』
を
宣
言
し
ま
し
た
。

No.217 

人
権
と
同
和
教
育

宣

言

人
は
、
寸
い
て
生
ま
れ
な
が

1

わ
に
し
て
自
抽
で
あ
り
、
か
っ
、

人
間
と
し
て
尊
ば
れ
、
人
間
と

し
て
生
き
る
権
利
に
つ
い
て
平

等
可
坊
約
ま
す
。
そ
ん
主
う

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
明

る
く
住
ゅ
よ
しにん
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
こ

こ
こ
に
「
人
権
尊
重
都
市
」
を

宣
言
し
ま
す
。

平
成
四
年
十
二
月
十
九
日

大

洲

市

こ
の
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
を
尊

ニニ
ろ
ぜ
ん
た
い

重
す
る
心
が
、
市
民
全
体
に
ゆ
き
わ

合

う

そ

A

た
っ
て
じ
汰
洲
市
が
、
人
権
の
共
存

汁
拾
い〈濯
別
の
な
い
、
こ
れ
か
ら
の

国
際
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
人
に
や

さ
し
い
町
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

き
写行
っ
た
も
の
で
す
。

?

九

二

と

ば

宣
言
文
の
中
の
言
葉

一
つ
一つ

の

み

も
つ
意
味
を
か
み
し
め
て
み
ま
す
と
、

ほ
ん
と
う
ふ
か
あ
じ
か
ん

本
当
に
深
い
味
わ
い
を
感
じ
ま
す
。

た

ん

お

こ
れ
が
、
単
に
宣
言
す
る
だ
け
で
終

せいしん

わ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
精
神
が
、
私

せ
い
か
つ
う
え

た
ち
の
市
唄
生
話
の
上
に
実
現
す
る

よ
う
に
、
日
々
努
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん

γ
こ
こ
で
謡

っ
て
い
る
「
人

間
の
尊
厳
、
自
由
、
平
等
」
の
も
つ

意
味
を
、

ム
ユ
度
考

え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

8 
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9月24日似) 砂

?トラシヲ五輪l己出
場しだ森岡茂選手n、
応援してちらつだdl

礼!こと記念のザ、γア)

ーポー/しき市内の小

中学校にプレゼント

レましだ。森岡選手h"

大洲(2帰れ怠いだめ

父親の富生さんらげ

市長!こ手渡レまじだ。

‘....9月12日(柄敬老の日室前l己、数九年100歳以
上の高齢者と老人福祉施設に入所レでい3人だち

を桝田市長らn訪問レまじた。市内最高齢の富永
トキ子dん (満101歳、成能)(6、とで15dl元気で
家族4世代で迎え，で頂きましだ。

8月28日体)改修工事室終九だ 砂
市民会館大爪ー/しで夏季大学n開
催され講師のケーう一高峰さん(6、
ユーモ?たっぷり!己健康(2生き3
こっき話レでい示じだ。‘9月10日伏)大洲商工会議所ち
どの主催でエネルギーランンポラコウ

μn関h'れまレた。これ(6四国通
産局などの後援で開h'れだちので

音楽ブロデユーザーの山本コ-9
口ーさんだちn原発賛成、反対の
意見定述べまレだ。

9月25日休)観光うh'いのうー砂
ズンn終わし人活躍レだウへの感
謝祭n行われまレだ。今年(6病原
性大腸菌ちどの影響で、観光客の

出足(6悪h'つだちのの、関係者(6
ねぎらいの小?ヲき与え，でいまじ

定。‘9月27日(剣上須戒l己あ3松久
保野菜組合の観光イモ圏で保育所

の軍児や報道関係者き招いで開園

式n開介れまレた。今年のザウマ
J イモ(6甘味n強<美味でレだ。

‘9月13日(金)
s市民救急員養成講座

h"消防署で聞かれま

じだ。 17事業所tPう
、34人h"参加しで、心

者臓蘇生法や止血法ち

どについて学ひきU

( 



ど
ん
屋
な
ど
0

0
昔
懐
か
し
の
露
底
。

駄
菓
子
屋
、
ラ
ム
ネ
屋
、
金
魚
す
く

い
、
綿
が
し
、
侵
頭
屋
、
屋
台
な
ど
。

十
一
月
三
日
(
日
)
文
化
の
目
、
今
年
@
ち
び
っ
こ
広
場
。

も
浪
漫
祭
が
お
目
見
え
し
ま
す
。
会
場
竹
と
ん
ぼ
、
竹
馬
な
ど
、
北
固
な
が
ら

は
、
昨
年
同
様

「お
は
な
は
ん
通
り
」

の
懐
か
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
中
町
三
丁
目
」
「
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
」
〔
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
〕

の
三
カ
所
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
内
@
本
館
な
ど

O

容
的
に
は
、
新
し
い
試
み
も
盛
り
だ
く
駐
車
場
・
中
庭
な
ど
に
、
昭
和
四
十

さ
ん
に
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
お
年
代
の
車
を
並
べ
、
懐
か
し
い
空
間
を

送
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
現
。
レ
ト
ロ
に
閤
ま
れ
て
本
館
二
階

主
な
催
し
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
は
、
喫
茶
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、

で
、
ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
お
立
寄
り
く
中
庭
に
は
駄
菓
子
屋
も
出
現
。
特
設
ス

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
、
お
ま
つ
り
テ
l
ジ
で
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
ゃ
、
フ
リ

村
と
赤
煉
瓦
館
前
と
を
結
ぶ
渡
し
船
も
、
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
お
楽
し
み
に
。

無
料
で
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
せ
い

O
別

館

。

ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

一

階
は
、
昨
年
人
気
を
呼
ん
だ
ク
ロ

浪

漫

祭

お

品

書

き

マ

キ

1
・
プ
レ
イ
(
合
成
映
像
遊
び
)
愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働
く

〔

お

は

な

は

ん

通

り

〕

の

世

界

。

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「愛
媛

O
大
道
芸

O

〔

中

町

三

丁

目

〕

県

最

低

賃

金

」

を

十

月

一

日

か

ら

改

定

し

ガ
マ
の
油
売
り
(
プ
ロ
、
以
下
は
素
え
ひ
め
米
祭
り
を
中
心
に
、
色
々
な
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
日

人
)
大
喜
利
、
ば
な
な
外
何
で
も
叩
き
屋
台
や
露
庖
が
並
び
、
皆
様
を
お
迎
え
四
千
五
百
八
十
二
円
(
一
時
間
五
百
七
十

売
り
、
人
間
猿
回
し
、
紙
芝
居
、
ち
ん
し
ま
す
。

四
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

点
在

4
ド
泊
古
品
在

A古
品
官

4
5
"
E
4ド
4
ド地

zd古
品
古
品
現

Z
草
地
下
訓
在

4
ド
4
ド
込
書
品
主

A
E
4
F辻
ド
泊
寝
込
古
占
官

A事
A
E
A官
A官
北
京

4
ド
品
事
坊
主

4
F泊
古
占
事
品
事
点
在

4
F坊
主

A古
占
事

4
ド
坊
主
占
古
占
古
品
下

金

一

封

(

柳

沢

地

区

社

協

へ

)

若

宮

井

上

イ

ワ

ヱ

柳

沢

水

元

庄

一

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

金

一
封

(

見

舞

返

し

を

平

地

区

社

協

菅

田

町

藤

田

隆

幸

・
平
公
民
館
へ
)
徳
森
福
田
俊
夫
金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

金

一
封

(

久

米

地

区

社

協

へ

)

柳

沢

村

上

都

子

阿

蔵

平

野

博

文

金

一

封

(

八

多

喜

地

区

社

協

へ

)

金

一
封

(

若

宮

天

寿

会

・

若

宮

長

寿

手

成

福

山

茂

雄

会

へ

)

若

宮

富

永

俊

平

金

一

封

(

菅

団

地

区

社

協

へ

)

金

一

封

(

新

谷

地

区

社

協

・

市

社

協

菅

田

町

中

野

知

昭

へ

)

新

谷

梶

尾

英

三

郎

(

物

品

の

口

座

)

金

一

封

(

南

久

米

地

区

社

協

へ

)

餅

っ

き

器

一
台
(
大
洲
児
童
館
へ
)

松

尾

平

塚

延

久

西

大

洲

河

中

長

子

金

一
封

(

久

米

地

区

社

協

へ

)

あ

た

た

か

い

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

西

大

洲

別

宮

繁

治

ざ

い

ま

し

た

。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

金
一
封
(
肱
北
公
民
館
若
宮
分
館
へ
)
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

九
月
二
十
五
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

田

口

稲

積

仰

裏

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
寄
付
金
)

千

葉

県

小

西

種

子

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(
指
定
配
分
金
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
愛
育
ホ
ー

ム

へ

)

大

洲

多

国

多

美
子

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

京

都

市

河

野

通

典

旧
軍
用
け
ん
銃
が

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

旧
軍
人
が
使
用
し
て
い
た
け
ん
銃
は
、

終
戦
と
同
時
に
大
半
が
回
収
さ
れ
ま
し

た
が
、
毎
年
全
国
で
多
数
の
軍
用
け
ん

銃
が
土
蔵
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
、
警
察

へ
届
け
出
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
け

ん
銃
は
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
り
、
思

わ
ぬ
事
故
の
元
と
な
り
危
険
で
す
。

発
見
し
た
ら
警
察
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
何
ら
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

'v
発
見
の
届
け
出
・
ご
相
談
は
、
大
洲

警
察
署
生
活
安
全
課
宮
@
0
1
1
0
ま

で
。最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

醐
十
一
月
新
刊
案
内

中
江
藤
樹
の
総
合
的
研
究
古
川

薬
害
を
追
う
記
者
た
ち

毎
日
新
聞
大
阪
医
療
取
材
班
編

自
分
の
夢
実
現
セ
オ
リ
ー
山
田
智
彦
著

幼

い

孫

に

贈

る

言

葉

朴

正

基

著

禅

が

わ

か

る

本

ひ

ろ

き

ち

ゃ

著

中
国
衝
撃
の
古
代
遺
跡
を
追
う

H
-
ハ
ウ
ス
ド
ル
フ
・
他
著

海

将

伝

中

村

彰

彦

著

高

杉

晋

作

の

生

涯

冨

成

博

著

こ
の
「
く
に
」
の
冒
険
筑
紫
哲
也
著

外

交

と

は

何

か

小

和

田

恒

著

こ
の
資
格
を
取
れ
f

宝
島
社

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
常
態
新
平
著

い
じ
め
ら
れ
つ
子
も
親
の
せ
い
け
・

田
中
喜
美
子
著

探
検
教
育
で
子
ど
も
が
変
わ
る
斎

藤

毅

著

「

脳

」

活

性

法

大

島

清

著

紫
外
線
と
皮
膚
ガ
ン
石
原
和
之
著

「
地
球
環
境
」
破
局

川
名
英
之
著

住
ま
い
を
長
持
ち
さ
せ
る
別
章
糊
沢
成
明
著

特

選

野

菜

料

理

村

上

昭

子

著

お
ば
あ
さ
ん
の
惣
菜
安
部
ヱ
ミ
著

田

ん

ぼ

の

忘

れ

も

の

字

根

豊

著

花

づ

く

り

入

門

高

柳

良

夫

著

効
能
別
温
泉
ガ
イ
ド
斎
藤
昭
監
修

中

国

水

墨

画

教

室

斉

夢

章

著

歌
舞
伎
へ
ょ
う
こ
そ
斎
藤
栄
三
郎
著

誰
に
で
も
で
き
る
発
声
法
熊
谷
卓
著

や

せ

る

想

い

森

公

美

子

著

ゴ
i
ル
は
オ
レ
に
ま
か
せ
ろ

f
「
川
口

能

活

」

大

賞

哲

義

著

都
会
育
ち
の
田
舎
暮
ら
し
鳩
山
幹
雄
著

夏

の

恋

黛

ま

ど

か

俳

句

宮
沢
賢
治
の
宇
宙
を
歩
く
芹
沢
俊
介
著

治
著

10 

添

則

・

俳

句

入

門

深

谷

雄

大

著

鳥
の
よ
う
に
風
の
よ
う
に長
谷
川
幸
夫
著

水

鳥

の

関

上

・

下

平

岩

弓

枝

著

ポ
ケ
ッ
ト

ベ

ル

服

部

慎

一
著

銀
の
朝
、
金
の
午
後
藤
堂
志
津
子
著

天
切
り
松
聞
が
た
り
浅
田
次
郎
著

銀
幕
座
二
階

最

前

列

阿

久

悠

著

お
む
ぶ
う
号
漂
流
記
大
庭
み
な
子
著

胸

の

香

り

宮

本

輝

著

流

し

の

し

た

の

骨

江

園

香

織

著

魔

鏡

の

女

王

井

沢

元

彦

著

み

ん

な

で

一

人

旅

赤

瀬

川

隼

著

蛇

の

目

の

ご

と

く

浅

黄

斑

著

永
代
橋
、
陽
炎
立
つ
千
野
隆
司
著

冬

の

稲

妻

小

川

竜

生

著

ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
北
川
悦
吏
子
著

夏

の

記

憶

高

瀬

千

図

著

空

か

ら

の

花

束

太

田

治

子

著

カ
l
プ
烏
サ
カ
ナ
作
戦
椎
名
誠
著

帰
っ
て
き
た
ア
ブ
サ
ン
村
松
友
視
著

食

後

は

眠

い

永

倉

万

治

著

雪
中

花

立

原

正

秋

著

山

に

訪

復

う

心

古

井

由

吉

著

忘
れ
ら
れ
た
人
び
と
良
永
勢
伊
子
著

い
つ
か
晴
れ
た
日
に
J
-
オ
l
ス
テ
ィ
ン
著

魅
せ
ら
れ
て

B
・
ベ
ル
ト
ル

ッ
チ
原
案

十
一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

新
刊
読
書
講
座

「
読
書
案
内
」

講

師

楠

崎

倭

子

先

生

日
時
日
月
初
日
(
水
)

(
9
一
羽

1
日

一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



mm肱
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
で
は
、

流
域
(
大
洲
市
・

喜
多
郡
)
の
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
(
事
務
局

又
は
写
真
庖
に
あ
る
)
に
、
作
品
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所

・
年
月
日
、
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
事

務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
作
品
】

V
サ
イ
ズ
は
四
切
ま
た
は
ワ

イ
ド
四
切
V
白
黒
・
カ
ラ
l
い
ず
れ
も

可
V

一
人
5
点
ま
で
V
未
発
表
の
も
の

に
限
る

【
応
募
期
限
】
十
一
月
三
十
日

【
事
務
局
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
大
洲
六
九

0
1
一
/
大
洲
市
役

所
企
画
調
整
課
内
肱
川
流
域
開
発
促
進

協
議
会
/
宮
⑪
2
1
1
1
(
3
7
2
)

叩

Jm未
満
の
受
水
槽
の

一

衛
生
確
保
に
つ
い
て

一

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
叩
ぱ
以
上

の
受
水
槽
は
、
市
へ
の
届
け
出
と
一
年

以
内
ご
と
に
一
回
の
定
期
清
掃
点
検
な

ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

法
の
規
制
の
な
い
叩
ぱ
未
満
の
小
規
模

受
水
槽
に
つ
い
て
も
清
掃
点
検
を
行
い
、

蛇
口
か
ら
の
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
な

ど
の
異
状
を
認
め
た
と
き
は
、
水
質
検

査
を
依
頼
す
る
な
ど
、
衛
生
確
保
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

水
道
課
含
⑪
3
7
5
3
ま
で
。

年
金
制
度
は
「世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
」
の
仕
組
み
で
す

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
と

っ
て
今
ゃ
な
く
て

は
な
ら
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
保
険
を
負
担
し
て
、
お
年

寄
り
の
世
代
を
支
え
、
自
分
た
ち
が
年

を
と
っ
た
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
の
世

代
に
よ
っ
て
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

の
仕
組
み
で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
全
国
の

高
齢
化
が
加
速
を
続
け
る
現
在
、
若
い

と
き
か
ら
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険

な
ど
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
、
お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど
公
的

年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制
度
で
あ
る

た
め
に
も
正
し
く
理
解
し
、
若
い
と
き

か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
生
活
設
計
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。
8

⑪
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

「
園
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

十
一
月
九
日
は
「

一
九
雷
の
日
」

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
・
短
大

.
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
へ
の
入
学
費

用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用

を
融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ

l
ン
」
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
融
資
額
】
学
生
・
生
徒

一
人
に
つ

き
百
五
十
万
円
以
内

【
利
率
】
年
三

・
四
%
(
固
定
金
利
)

(
平
成
八
年
八
月

一
日
現
在
)

{
返
済
期
間
】
八
年
以
内

【
据
置
期
間
】
在
学
期
間
以
内
で
元

金
据
え
置
き
可
能
。
た
だ
し
最
長
四

年【
保
証
】
問
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
保
証
人
(
一
人
以
上
)

【
そ
の
他
】
六
カ
月
以
上
の
海
外
留

学
資
金
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
干

7
9
0
松
山
市
三
番

町
六
・
七
・

三

/
国
民
金
融
公
庫
松
山

支
庖
/
8
0
8
9
・
9
4
1
・
6
1
4

8

/
教
育
ロ

l
ン
係
ま
で
。

火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
あ
な
た
の
適
切
な
通
報
が
火

災
の
被
害
を
少
な
く
し
、
ケ
ガ
人
や
急

病
人
の
命
を
救
い
ま
す
。
通
報
す
る
と

き
は
、
落
ち
着
い
て
場
所
や
状
況
な
ど

消
防
署
の
問
い
か
け
に
答
え
て
く
だ
さ

ま
た
、
十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま

で
は
、
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
」

で
す
。
消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
に

防
火
パ
レ
ー
ド
や

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
お
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
各
種
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
四
国
の
自
然
・
文
化
遺
産
」

写
真
・
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

四
国
の

N
H
K
で
は
、
今
年
度
も
「
四

国
の
自
然
・
文
化
遺
産
」
写
真

・
ビ
デ

オ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

{
募
集
作
品
】
あ
な
た
が
二
十

一
世

紀
に
残
し
た
い
四
国
の
自
然
と
文
化
遺

産
を
撮
っ
た
写
真
・
ビ
デ
オ

マ
写
真
一
四
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
切
の

カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト
/
一
人
2
点
ま
で

/
平
成
七
年
一
月
一
日
以
降
の
撮
影

備)丸電工業

ft24-5351 

大塚鉄工所

含 25-0300

傭)三原設備

合 24-3783

神南設備

ft25-4684 

闘いの水道設備

ft24-2216 

久保鉄工所

ft26-0537 

同内田電気水道設備

ft25-2858 

樹アサノ設備

ft24-0783 

備)オクダ設備

ft24-3674 

佐藤水道庖

ft24-4410 

備)神田鉄工所

ft24-4122 

上甲建設側

ft24-5914 

城戸電業社

ft25-2944 

滝田商庖

ft25-0901 

側土居鉄工所

ft24-4519 

中野管工事工業

ft24-3792 

怖)南予水道住設

ft25-1350 

西国水道庖

合 26一o2 6 5 
惰)星加水道設備

ft26-0020 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイレのつまりなどの排水

管の清掃などについては、清掃

業者に依頼してください。

11月2日仕)

11月3日(日)

11月 4日伺)

11月9目的

11月10日(臼)

11月16日仕)

11月17日(日)

11月23日出

11月24日(日)

11月30日出

V
ビ
デ
オ
…
五
分
以
内
に
編
集
し
た
作

品

(
V
H
S
・ベ

l
タ
ー
な
ど
ど
れ

で
も
可
)
で
、
音
楽
・
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
挿
入
は
自
由
/
一
人
2
点
ま
で

/
平
成
七
年
一
月
一
日
以
降
の
作
品

【
応
募
期
限
】
平
成
九
年

一
月
三
十

一
日

(
金
)
必
着

【
応
募
方
法
}
応
募
票

(
N
H
K
松

山
放
送
局
に
請
求
)
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
次
の
と
こ
ろ
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
干

7
9
0
・
7
6
松
山
市
堀
之
内
五

N
H
K
松
山
放
送
局
「
四
国
の
自
然

・
文
化
遺
産
」
作
品
募
集
係
2
0
8

9
・
9
2
1
・
1
1
1
1
ま
で

「
摺
補
改
訂
大
洲
市
誌
」
の

販
売
に
つ
い
て

増
補
改
訂
大
洲
市
誌
は
、
本
年
四
月

に
刊
行
し
て
大
洲
市
誌
編
さ
ん
会
事
務

局
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
十

月
以
降
は
図
書
館
、
博
物
館
及
び
地
区

公
民
館
(
肱
南
・
肱
北
を
除
く
)
で
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
販
売
価
格
は
六
千
円
で
す
。

9月末までの

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

イ牛 数 175 200 

負傷者 216 258 

死 者 3 8 
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保健センターだより
n24-3ワワ5

.乳幼児健康診査.

11月5日ω 平成8年 6月生※
11月14日(材 平成7年 4月生
11月26日ω 平成 5年10月生
※は肱南 ・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 13 : 00-13 : 30 
実施場所 大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談.

11月19日ω 平成8年1・2月生※
※は肱南・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 9 : 30-10 : 00 
実施場所大別市保健センター

持参品母子手帳・ パスタオル

.健康相談・栄養相談.

日時 11月25日間
10:00-12: 00、13:00-15:00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

.胃及び大腸がん検診.

実施日 場所

11月 5・6日(火・水) 菅団連絡所

11月12・13日(火・水) 新谷連絡所
11月15日樹 南久米連絡所
11月19日(火) 平野連絡所
受付時間 8: 00-10 : 00 
検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

70歳以上の人は無料です
4砂経口生ポリオワクチンの投与.
実施日 該当地区

11月13日同 肱南・久米・平地区
11月20日同肱北・ 喜多地区

11月27日附連絡所管内の人
該当者

l回目

平成8年1月1日-6月30日生

2回目

平成7年7月1日-12月31日生
受付時間 13: 00-13 : 20 
実施場所 大洲市保健セ ンター

持参品健康手帳・チャイルド

ノート

料 金 無料

し尿のくみ取り申込先

大洲市汲取りセンター

n25-1010(トイレ)

地区名、住所、電話番号を

正確に申し出てください。

広報おおず '96 11月号1

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

日

月
8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
日
月
却
日
岡
山
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時
日
月
日
日
制岡

山
時
1
日
時

場
所

三
善
公
民
館

日
時
日
月
刊
白
川

w
m時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

同

時

l
u
時
、
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

a

|
相
談
ご
と
案
内
L-ーーーーーー

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時
日
月
日
日
回
目
時
i
M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
@
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
倉
⑫
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

日

月
5
日
例
、
加
日
附

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
宮
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
日
月
日
日
幽

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|

九
倉
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

ち

ゃ

み
ゼ
ロ

含
⑪
7
8
3
0

【
定
期
税
務
相
談
】

日

時

日

月
8
日
制明

日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

↓-
企
T
由
1院医井母同且

4
4
q
a
 

門口ハU
白川場

所

大
洲
郵
便
局

加
戸
外
科

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施

日

日

月

7
日
嗣

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時
i
u
時

ホ
l
ム
リ
ビ
ン
グ
カ
タ
ヤ
マ

日
時
却
分
1
日
時

実
施
日
日
月
お
日
同

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時
日
月
日
日
回
目
時
i
m
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

V
マ
タ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

間
も
な
く
誕
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
、
健
康
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
過

せ
る
た
め
に
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時
日
月
初
日
制

日
時
か
ら

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

日
月
幻
日
制

日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

含
⑫
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

時

間

日
時
l
U
時

日
時
却
分
l
M
時
却
分

保
健
所
歯
科
相
談

市
民
救
急
員
養
成
講
座
を
開
催

一

大
洲
消
防
署
で
は
、
市
民
救
急
員
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間
に
行

う
適
切
な
手
当
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

尊
い
命
を

救
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
講
座
は
毎

月
一
回
、
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
一

回
の
講
座
で
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
実
施
回

目
月
初
日
出
、
日
月
幻
自

国
、
日
月
比
自
国、

l
月
お
日
出
、

2
月
沼
目
的
、
3
月
8
日
国

※
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
ロ
時
ま
で

|休|日|急|患|診|療|

11月3日 城戸眼医院(末広町)

(日) 包24-3008

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

11月4日 藤本外医院(中町)

開) ft24-2310 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

(日) ft24-3756 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

11月17日 村上外医院(片原町)

(日) ft24-2262 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

11月23日 大野内医院(片原町)

国 ft24-6800

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

11月24日 岡本耳医院(本町)

(日) ft24-3752 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
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